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上記の QRコードを携帯電話やスマ

ートフォン等から読み取ると、本

会の各 SNSページにつながります。 

ホームページ   エックス   インスタグラム  フェイス 

                       ブック 

 

※本紙中「社協」は寝屋川市社会福祉協議会、「Ｖ」はボランティアのことです 「ボランティアセンター通信」は共同募金配分金を活用して発行しています 

 ３月 23日、「ぼらポ学校」が市立保健福祉 

センターで開校。 

 キッズコースに 22人、スキルアップコー 

スに 25人の受講生が集まり「ボランティア」 

を体験しました。 

 「朝の会」から始まった授業は、給食を挟 

んで「終わりの会」まで３時限に渡りボラン 

ティア活動の学びの場になりました。 

○キッズコースの１時間目は登録Ｖグルー

プ［子ネット＆ジャグリング］による皿回

し等の披露と体験。 

■ 生徒（児童）のこえ ■ 

☺何回も落ちたけど、失敗を繰り返すうち

にお皿がうまく回るようになりました。

もっと上手になって人に喜んでもらいた

いと思いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

回し方を教わりながら、皿回しに挑戦。保護 

者席からは「がんばって～」の声援 

［ギブ・ハピネス］授業中。話に聞き入る受講生 

○スキルアップコースの３時間目はギブ・

ハピネス（人を幸せにすることが自分の

幸せ）をテーマに登録Ｖグループ［Laki☆

Laki@humannote］が発声から歌の楽しさを

伝えてくれました。 

☺音楽は「人を幸せにする」を実感しました 

○他の教室では 

キッズコース 

☆地域猫を知ろう 

☆はじめての手話やってみよう！楽しいよ 

スキルアップコース 

☆体験しよう！生活に役立つ身近なこと 

☆聴き上手になるための“傾聴” 

■ 生徒のこえ ■ 

☺久々に学校スタイルでボランティアを

体験。自分もできることから少し活動し

てみたいと思いました（60代生徒） 

☺体験等を通して楽しく有意義な授業で

した。ぜひ！次回も（70代生徒） 

 春陽の４月、４人の新

職員を迎えました。 

 ４人は地域福祉課に

所属し、地域（校区）や

ボランティアセンター

と深く関わっての仕事

です。 

 「地域の多くを学び

がんばっていきます。

よろしくお願いいたし

ます」との力強い声を

聞くことができまし

た。 

平畑 和樹 (ひらはた かずき) 

蓑原 淳 (みのはら あつし)   白井 海寸馬 (しらい かずま) 

    小林 すみれ (こばやし すみれ) 

 

 

翌年に「ボランティア国際年」を控え

た平成 12 年（2000 年）６月 15 日「ボ

ランティア通信」が創刊されました。 

それから 25年、福祉・ボランティア

関係の情報をできるだけ早くお届けす

るために隔月の発行。欠刊なく 150 号

に至りました。 

思い起こせば、初刊時の紙面割り付

けはプリントした原稿の切り貼り。手

書きの箇所もありました。右図は創刊

号。ボランティアセンター（当時＝移転

前）の紹介記事です。 

６号からは「ボランティアセンター

通信」と改名。体裁も多少の変遷をたど

ったものの、平成 28 年（2016年）12月

20日に 100号を発刊。 

 これからもみな様のご支援、ご指導

のもと次なる 200 号に向けて勇往して

まいります。 

 情報の提供はじめ、ご感想などお寄

せ 

せくだされば幸いです。  （編集者） 

http://www.neyagawa-shakyo.or.jp/
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月 日 活動者（団体・個人・校区） 人数 活動内容 活動分野 活動先（施設・団体） 

２ ２ うきうきわくわく音心の会 ３ 行事援助 高齢者 打上ひまわり会     

６ 
ギターサークル トパーズ６ 

天満天神の会１ 
７ 行事援助 一  般 

望が丘校区地域協働協議会福

祉部会 

７ 
ギターサークル トパーズ６ 

天満天神の会１ 
７ 行事援助 一  般 

望が丘校区地域協働協議会福

祉部会 

７ うきうきわくわく音心の会 ３ 行事援助 障害者 守口障害者支援センターひだまり 

15 京阪ナツメロ愛好会 11 行事援助 高齢者 東高柳福祉委員会 

17 篠笛 柚子華 ４ 行事援助 高齢者 ケアキューブ高柳 

18 うきうきわくわく音心の会 ４ 行事援助 高齢者 ラフィン・ハーツ グレイス寝屋川 

19 京阪ナツメロ愛好会 10 行事援助 高齢者 
ALSOKライフサポート(株) 

寝屋川デイサービスセンター 

22 JESY ４ 行事援助 高齢者 出雲町自治会 

23 君影草 ２ 行事援助 一  般 野崎フォークジャンボリー 

25 京阪ナツメロ愛好会 11 行事援助 高齢者 介護老人保健施設 松柏苑 

26 写仏愛好会２ 個人２ ４ 行事援助 一  般 
(株)エイチ・ツー・オー商業

開発イズミヤ SC寝屋川 

３ ２ 個人２ ２ 行事援助 高齢者 楽老会 

２ 西校区２ 点野校区３ ５ 行事援助 障害者 寝屋川市障害児者を守る親の会 

４ Tree Sound 関西 ６ 行事援助 高齢者 
介護老人保健施設 点野やす

らぎの里 

11 ブリッジこだま ４ 行事援助 高齢者 
特別養護老人ホーム 寝屋川

石津園 

11 わくわく音楽隊 ６ 行事援助 高齢者 木田校区福祉委員会 

19 「夢楽らいぶ」一座 ３ 行事援助 高齢者 介護老人保健施設 松柏苑 

26 
写仏愛好会３ 

個人１ 
４ 行事援助 一  般 

(株)エイチ・ツー・オー商業

開発イズミヤ SC寝屋川 

計 19  100    

定期ボランティア活動調整報告（令和６年度） 

活動期間 活動者（団体・個人・校区） 回数（人数） 活 動 先 

４月～３月 個人ボランティア 14 デイサービスきぼう 

４月～３月 望が丘校区ボランティア部会 44 たんぽぽ保育所子育て支援 

４月～３月 個人ボランティア 14 青空将棋の場 

４月～３月 すみれの会 15 特別養護老人ホーム寝屋川石津園 

４月～３月 傾聴ボランティア「１４の耳」 24 ぽぷらみいの丘 

４月～３月 個人ボランティア 3 寝屋川市身体障害者福祉会 

 

 

 

令和７年２月～令和 7年３月  集計：のべ活動日数 19日  活動人数 100人 

 

 

参加者のこえ・・・ 

○風景に合わせたような素敵な演奏でし

た 

○あっという間の 1時間でした 

○良かった！また、来てほしい 

（大富） 

 

 

 

 

 

３月 11日、木田公民館で「わくわ

く音楽隊」参加のもと、「ゆうゆうサ

ロン」が開かれました。 

 小雨の降る足下の悪い中、十数人

の皆さんが集まり、「わくわく音楽

隊」と楽しいひとときを過ごしまし

た。  

エレクトーンのしっとりとした演

奏を聴き、昔懐かしい歌を歌ったり、

手遊びやスクリーンに浮かぶ物語の

朗読がありました。スクリーンに上

映される次々と変わる景色を観なが

ら情緒豊かなエレクトーン演奏がさ

れました。 

ボランティア活動調整報告 【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体）】 

  

令和６年４月～令和７年３月 集計：のべ活動者数 114人 

写  真 

「わくわく音楽隊」の世界を楽しむ皆さん 

 ３月 15 日、市立エスポアールで開

かれた「もっと広がれ！ボランティ

ア」には、ボランティア活動に関心の

ある多くの市民が集まって、登録ボラン

ティアグループによるワークショップ

や演芸披露などを楽しんでいました。 

 参加者からは「ボランティア活動の

種類の多さに驚き、元気に活動する姿

を見て元気づけられ自分も所属して

みたいと思いました」。との声が聞か

れました。 

↑フラワーデザインを体験中の参加者とボラ

ンティアグループの関係者。交流の場でもあり

ました 

↓舞台発表では 13団体が舞台を作り上げ 

ました 
小
学
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